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（単位：百万円）

平 成 25 年 度 前 年 度 対 前 年 度

要 求 額 予 算 額 倍 率

（Ｃ＝Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） （Ｄ） (E) (F) （Ｇ） （Ｃ／Ｇ）

159,731 144,731 0 15,000 145,082 1.10

8,809 8,809 0 0 10,089 0.87

103,011 88,011 0 15,000 84,160 1.22

15,000 0 0 15,000 0 皆増

35,500 35,500 0 0 35,500 1.00

10,000 10,000 0 0 10,000 1.00

9,000 9,000 0 0 9,000 1.00

47,317 47,317 0 0 50,403 0.94

－ － － － － －

－ － － － － －

594 594 0 0 430 1.38

4,501 3,901 600 0 2,756 1.63

4,486 3,886 600 0 2,741 1.64 全国防災経費を含む。

100 100 0 0 100 1.00

164,332 148,732 600 15,000 147,938 1.11

30,668 24,268 5,000 1,400 40,030 0.77 他局計上分を含む。

1,400 0 0 1,400 0 皆増

5,000 0 5,000 0 2,310 2.16

195,000 173,000 5,600 16,400 187,968 1.04

特別重点要求
備           考

国　　　　　　　　　　　　　　　費

通常分 重点要求

１．本表のほか、社会資本整備

総合交付金等がある。 

 

 

２．本表のほか、東日本大震災

からの復旧・復興対策に係る経

費として、復興庁計上の（国費）

700百万円がある。 
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Ⅱ．平成２５年度住宅局関係財政投融資等要求総括表

　 財　政　投　融　資

資　金　内　訳

　　　　区　　　　　　　　分

　　　　　　　　　　　　

25年度要求（　Ａ　） 264,000

　 前　年　度 （　Ｂ　） 300,000
独 立 行 政 法 人 住 宅 金 融 支 援 機 構
　 比  較 （ Ａ － Ｂ ） △ 36,000

倍  率 （ Ａ ／ Ｂ ） 0.88

25年度要求（　Ａ　） 491,800

前　年　度 （　Ｂ　） 477,700
独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機 構

比  較 （ Ａ － Ｂ ） 14,100

倍  率 （ Ａ ／ Ｂ ） 1.03

25年度要求（　Ａ　） 755,800

　 前　年　度 （　Ｂ　） 777,700
合　　　　　　　　　　計

比  較 （ Ａ － Ｂ ） △ 21,900

倍  率 （ Ａ ／ Ｂ ） 0.97
　

（注） １．独立行政法人住宅金融支援機構における平成25年度の自己資金等は、証券化支援事業における

　　　 ２．独立行政法人都市再生機構は、都市再生勘定に係る業務分である。

　　　 ３．独立行政法人都市再生機構の政府出資金等は、都市開発資金借入金である。

　　　 ４．独立行政法人都市再生機構は、このほかに宅地造成等経過業務分として債券160,000百万円

　　　　　 なお、同機構全体（都市再生勘定及び宅地造成等経過勘定）として、債券240,000百万円

　　　 ５．計数については、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは合致しないもの

（Ｃ）

財政融資資金
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（単位：百万円）　

合　　　計

特別債券 その他 小　　計

2,274,500 30,149 254,529 96,500 △ 522,629 2,133,048 2,397,048

2,233,300 50,403 234,800 118,500 △ 206,416 2,430,586 2,730,586

41,200 △ 20,254 19,729 △ 22,000 △ 316,213 △ 297,538 △ 333,538

1.02 0.60 1.08 0.81 2.53 0.88 0.88

80,000 0 0 30,000 795,142 905,142 1,396,942

80,000 332 0 28,800 830,208 939,340 1,417,040

0 △ 332 0 1,200 △ 35,066 △ 34,198 △ 20,098

1.00 0.00 － 1.04 0.96 0.96 0.99

2,354,500 30,149 254,529 126,500 272,513 3,038,190 3,793,990

2,313,300 50,735 234,800 147,300 623,792 3,369,926 4,147,626

41,200 △ 20,586 19,729 △ 20,800 △ 351,279 △ 331,736 △ 353,636

1.02 0.59 1.08 0.86 0.44 0.90 0.91

買取実績・市場金利等の動向により変動する可能性がある。

（前年度同額）の発行を予定している。

（前年度同額）の発行を予定している。

がある。

（Ｄ） （Ｃ＋Ｄ）

自 　　　　　己　　 　　　資　　　 　　金　　　 　　等

政府出資金等 民間借入金財投機関債

－4－



 - 5 - 

Ⅲ．重点施策のポイント 

  

 平成２５年度住宅局関係予算については、東日本大震災からの復興を着実に推 

進するとともに、国民生活の安全・安心の確保、持続可能な暮らしの実現、住宅 

市場環境の整備のための施策に重点を置くこととする。 

具体的には、 

ⅰ) 大地震に備えた住宅・建築物の耐震対策の強化 

ⅱ) 国民が安心して暮らせる住宅セーフティネットの充実 

ⅲ) 低炭素・循環システムの構築に向けた環境対策の推進 

ⅳ) 持続可能な住宅ストック・マネジメントの推進 

ⅴ) 消費者に安心で魅力のある住宅市場の環境整備 

の５つの分野について、以下の施策を中心に重点的に取組むこととする。 

その際、新たな投資を促し、住宅市場の活性化につながる取組みを重点的に支

援することを通じ、デフレ脱却と経済活性化を確実なものとしていく。 

 
※ なお、消費税改正法等を踏まえ、住宅の取得について、消費税率引上げによる一時の税

負担の増加による影響を平準化、及び緩和する観点から、必要な措置を予算編成過程にお

いて検討する。 
                   

住宅及び多数の者が利用する一定規模以上の建築物の耐震化率を 2015 年ま

でに90％に、住宅の耐震化率を2020年までに95%にする目標を達成するために、

住宅・建築物の耐震化をより一層促進する。  

また、2020 年までに高齢者人口の 3％～5％の高齢者向け住宅を確保するとと

もに、子育て世帯等の住宅の確保に特に配慮を必要とする者が適切な住宅を確

保できるよう、民間賃貸住宅を活用した重層的な住宅セーフティネットの構築

等を図る。 

 

 

 

 

 

 

１．安全・安心なくらしを支える住まい・まちづくりの推進 
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（１）住宅・建築物の耐震化等の緊急対策の実施 

①  住宅・建築物の耐震化の緊急対策の実施 

特に多数の者が利用する大規模建築物、災害時の機能確保が必要な避難路

沿道建築物等の耐震化をより一層促進するため、耐震診断・改修を促す対策

を強化するとともに、通常の助成制度に加え、国が重点的・緊急的に支援す

る仕組みを創設する。 

併せて、住宅についても緊急的に耐震化を促進するため、耐震改修等につ

いて支援を強化する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

②  市街地の防災安全性の強化 

大規模災害に対する市街地の防災安全性を強化するため、老朽木造住宅等

の除却・建替などによる密集市街地の整備改善や津波避難ビル等の整備につ

いて引き続き支援を行う。 

（２）安心なくらしを支える住まいづくりの推進 

①  若年低所得者等一次取得者の持家確保方策の充実 

住宅金融支援機構のフラット３５Ｓのうち、一定の融資額までの金利引下

げ幅を拡大し、若年低所得者を含めた一次取得者の耐震性・省エネ性等に優

れた良質な住宅の取得を支援する。  

 

中央防災会議で策定された「地震防
災戦略」において、平成27年までに大
規模地震による死者を半減するため、
耐震化率を９割とすることとされている。

住宅・建築物の耐震化率の目標

[国土・地域活力戦略]
【２０２０年までの目標】
耐震住宅ストック比率９５％

日本再生戦略（平成24年7月閣議決定）

目標（Ｈ３２）
95%

目標（Ｈ２７）
90%

住宅の耐震化率の現状と目標

住宅の耐震化の状況 平成27年における目標 平成32年における目標

目標（Ｈ２７）
90%

特定建築物の耐震化の状況 平成27年における目標

特定建築物＊の耐震化率の現状と目標

＊特定建築物：学校、病院、百貨店等の多数 の者が利用する一定規模以上の建築物

（住生活の安全を確保する住宅及び
居住環境の整備）

[基礎的な安全性の確保]
新耐震基準（昭和56年基準）が求める耐震性を有
する住宅ストックの比率【79%（平20）→95%（平32）】

住生活基本計画（平成23年3月閣議決定）

現状（Ｈ２０）
約79％

現状（Ｈ２０）
約80％

○耐震改修イメージ

筋交いの設置

構造用合板の設置

筋交いのタスキ掛け

<戸建て住宅>
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②  子育て世帯等の多様なニーズに応じた住まいづくりへの支援 

子育て世帯等の多様なニーズに対応した住環境を確保するため、既存住宅

等を活用して地域の子育て支援スペースを整備する等の先導的な住まいづ

くりの取組みについて支援を行う。 

③  高齢者の居住の安定確保の推進 

サービス付き高齢者向け住宅の供給促進のため、建設・改修費に対して引

き続き支援を行う。 

④  民間賃貸住宅を活用した住宅セーフティネットの確立 

住宅に困窮する低額所得者等に対し公営住宅を中心とした公的賃貸住宅

を的確に供給するとともに、民間賃貸住宅を活用した重層的な住宅セーフテ

ィネットを構築するため、民間賃貸住宅の空家をリフォームし、地方公共団

体との連携と適切な契約・管理の下で、子育て世帯・障害者世帯等の住宅確

保要配慮者に向け賃貸する事業について引き続き支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  住宅ローン返済困難者対策の延長 

住宅金融支援機構のフラット３５及び旧公庫融資について、住宅ローンの

支払い能力が低下している者に対し返済期間の延長や金利引下げなどを行

う返済困難者対策を延長する。  

真に住宅に困窮する低額所得者

向けの賃貸住宅として、地方公

共団体が供給 

公営住宅を補完する賃貸住宅と

して、地方公共団体と民間事業

者が連携して供給 

子育て世帯、障害者世帯等の円

滑な入居を促進するため、民間

賃貸住宅の空家リフォームを支

援 

公営住宅 地域優良賃貸住宅 民間賃貸住宅 

賃貸住宅空家 

 413 万戸  

   （空家率 18.8%）  

空家の有効活用による重層的な

住宅セーフティネットの確立 

－7－



 - 8 - 

ゼロ・エネルギー住宅

住宅の躯体・設備の省エネ性能の向上、再生可能エネルギーの活用等により、

年間での一次エネルギー消費量が正味（ネット ）でゼロ又は概ねゼロになる住宅。

省エネ効果

創エネ
効果

動力他

調理

給湯

冷房

暖房

削減前 削減後 太陽光発電 等

削減後の一次エネ
ルギー消費量を太
陽光発電等による
創エネにより相殺

年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

一般住宅 ゼロ・エネルギー住宅

ＨＥＭＳ

太陽熱温水器

高効率空調
蓄電池

躯体の高気密化

躯体の高断熱化

通風・換気による春・秋

など中間期の暖冷房負
荷の低減

地中熱利用

太陽光発電

高効率給湯器

冬季の日射取得

夏季の日射遮蔽

 

 

 
 
 

2020年までに段階的に新築住宅・建築物の省エネ基準適合義務化を進めると

ともに、ゼロ・エネルギー住宅の標準化を実現するため、住宅・建築物の省エ

ネ化を加速させるとともに、中小工務店におけるゼロ・エネルギー住宅の取組

みに対する支援を強化する。 

また、持続可能な住宅ストック・マネジメントの推進に向けて、大規模団地

等の地域居住機能の再生支援、地方都市都心部の老朽建築物の再生支援や空家

の適正管理等の取組みの強化を図る。 

（１）住宅・建築物の環境対策の推進 

①  ゼロ・エネルギー住宅の推進 

ゼロ・エネルギー住宅の普及促進を図るため、中小工務店におけるゼロ・

エネルギー住宅の取組みに対し重点的な支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

２．持続可能なくらしを実現する住宅ストック・マネジメントの
推進 
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②  住宅・建築物の省エネ改修・省ＣＯ２対策の推進 

先導的な省 CO2技術を導入する住宅・建築物リーディングプロジェクトや

省エネ性能の向上に資する住宅・建築物リフォームに対して、引き続き支援

を行う。 

③  防災性能や省エネルギー性能の高い建築物への支援 

創エネ・蓄エネ・省エネ技術等を活用して、平常時のエネルギー利用の平

準化等を図るとともに、災害時等の非常時においても自立して業務・生活・

避難受入等が可能な環境を整備する先導的な住宅・建築物プロジェクトにつ

いて支援を行う。 

また、都市の低炭素化の促進に関する法律に基づく集約都市開発事業など

省エネルギー性能等に優れた建築物の整備に対して、重点的に支援を行う。 

 

（２）持続可能な住宅ストック・マネジメントの推進 

①  高齢化・人口減少に対応する地域居住機能の再生支援 

高齢化の著しい大都市周辺部において、医職住の近接化を図り、子育て世

代が住みやすく、高齢者が自立して生活できるようにするため、地方公共団

体や地方住宅供給公社、民間事業者等が連携し、居住機能の集約化とあわせ

た子育て支援施設や福祉施設等の整備を進め、大規模団地等の地域居住機能

を再生する取組みに対して支援を行う。 

   

＜医職住近接化による地域居住機能の再生のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

公営住宅として
借り上げ

鉄道

UR

UR

公営

公営

公営
公社

公社

民間マンション

鉄道

UR

公営

公営

公社

民間マンション 移転後の
土地・建物は
売却等により

再活用

UR

公営

医療・福祉
施設（民間）保育・児童

施設を誘致
（民間）

関係者による協議会の事業調整を通じた一体的整備各事業主体ごとの対応

集約化

跡地は低層住宅、
公園等として活用

サービス付き

高齢者向け住宅
の導入

○居住機能の集約化とあわせて大規模
団地等の地域居住機能を再生

○多様な主体の協働による事業実施
（ＰＰＰの推進・ＰＦＩの積極的導入等）

○高齢者世帯・子育て世帯向けの施設

や交流機能等を導入

－9－
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出典：住宅・土地統計調査（総務省）

＜荒廃した空家による問題の例＞

• 防災性の低下

• 衛生の悪化

• 風景、景観の悪化

• 市街地の空洞化

• 犯罪の誘発 等（万戸）

＜住宅ストックと空家数の推移＞

757

576

394

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

2008

1998

1988

過去10年間で
約181万戸増加

空家数

5,759

5,025

4,201

(13.1%)

(11.5%)

(9.4%)

住宅ストック数

 

②  地方都市都心部の老朽建築物の再生支援 

地方都市都心部の再活性化や災害に対する安全性の向上を図るため、都心

部の老朽化・陳腐化した再開発ビル等の建築ストックを、社会福祉施設や医

療施設、住宅、商業といった都市機能の集約化の受け皿として再生（建替え・

改修）させる取組みに対して支援を行う。 

 

③  空家等の既存住宅ストックの適正なマネジメントの確保 

空家の増加を踏まえ、空家等の活用・適正管理・除却について、所有者等

に対するコンサルティングや適正管理等に資する体制整備等に対して支援

を行う。 
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2020年までに中古住宅流通・リフォーム市場を 20兆円まで倍増させるため、

中古住宅の取得やリフォームの実施に関して、消費者にとって安心で魅力的な

サービスが提供される市場環境の整備等を進める。 

また、良質な住宅ストックの供給を促進するため、中小工務店等による長期

優良住宅の供給の促進、マンションの管理適正化等について支援を行う。 

 

（１）中古住宅・リフォームトータルプランの推進 

①  安心で魅力的な中古住宅流通・リフォームの提供 

現行市場の隘路を打開し、消費者にとって安心で魅力的な中古住宅やリフ

ォーム等のサービスの提供を促進するため、消費者ニーズを踏まえた情報提

供の取組みや関係事業者による連携・体制整備の取組みなど、中古住宅・リ

フォームトータルプランの実現に資する取組みに対して支援を行う。 

②  消費者支援制度の充実 

中古住宅の売買やリフォーム工事に関するトラブルに対する消費者の不

安を解消するため、相談体制の強化や消費者支援制度等の周知・普及等の取

組みを支援する。 

③  既存住宅に係る瑕疵担保責任保険の普及促進 

既存住宅売買瑕疵保険における保証範囲の拡大（シロアリ被害の追加など）

等の消費者ニーズに対応した保険商品の充実のための検査技術の導入・実用

化に対する支援を行うとともに、フラット３５や補助事業等の要件について、

瑕疵担保責任保険を活用する等の見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

３．良質な住宅ストックの供給・流通を活性化させる市場環境 

整備 

－11－
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（２）良質な住宅ストックの供給 

①  地域における木造住宅生産体制の強化 

地域材を活用し、地域の気候・風土にあった「地域型住宅」のブランド化

等を促進するため、地域の原木供給者、製材事業者、建材流通事業者、プレ

カット工場、建築士、中小工務店等の連携による、地域毎の共通ルールに基

づく木造の長期優良住宅の整備に対し、引き続き支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  マンションストックの管理適正化・再生 

将来にわたりマンションストックを適切に活用するため、管理組合が機能

していないマンションの管理適正化や被災時のマンションでの生活の維

持・継続等に関し、マンション管理組合をサポートする先進的な取組みを支

援する。 

 

 

 

 

 

建築士事務所

地域材を活用し、地域の気候・風土にあった
｢地域型住宅｣の共通ルールの設定

地域材の供給・加工・利用に関する共通ルール

地域型住宅の維持管理に関する共通ルール

積算、資材調達、施工に関する共通ルール

原木供給者

製材事業者

建材流通事業者

信頼性確保

普及促進

資源循環利用
中小工務店

関連地域産業の連携による住宅生産体制※

技術継承

新技術導入

その他

生産する
住宅像の
明確化

地域型住宅の規格・仕様に関する共通ルール

プレカット工場

※ 地域材や住宅生産
技術が共通である地
域毎の協議会、NPO
等のグループを想定

地方自治体による協力

維持管理

具体的取組、
役割分担
の明確化

補助内容

１戸当たり

建設費の１割以内かつ

100万円を限度に補助

支
援

支
援

中小住宅生産者により
供給される木造住宅

長期優良住宅

地域材
持続可能な森林経営に
資する地域材の活用（※）

（※）柱・梁・桁・土台の過半において、都
道府県の 認証制度などにより産地証
明等がなされている木材を使用

１戸当たり
上記に加えて、

20万円を限度に補助

その他「地域型住宅」づくりに関する共通ルール

前提条件

○ 「地域型住宅」の供給に取り
組むグループを公募し、その共通
ルール等について学識経験者によ
る評価を経て採択。

○ 当該グループに参加する中小

工務店が供給する木造の長期優良
住宅について、建設費用の一部を
補助。

－12－
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【 自 力 で の 再 建・ 取 得 が 困 難 な 方】

【 自 力 で の 再 建・ 取 得 が 可 能 な 方】

●災害公営住宅への入居

【支援措置】

・東日本大震災復興交付金を活用した災害公営住宅の整備支
援（国庫補助率の引上げなど）

●新規の住宅（建設・購入）への金融上の支援

【支援措置】
・（独）住宅金融支援機構（以下「機構」という。）による
災害復興住宅融資の金利引下げ等〈新規ローン〉

・旧住宅金融公庫、機構融資の返済方法の変更の拡充等
（一定期間払込の猶予等）〈既存ローン〉

東

日

本

大

震

災

避

難

所

等

公営住宅等
（国の宿舎
等も含む）

仮 設 住 宅

民間アパート
など

復 興 期復旧期

●被災者生活再建支援金制度による支援金の支給

●地震保険制度による保険金の支払い

●住宅ローン控除の継続

震災発生

・全壊 １２８，４９７戸
・半壊 ２４０，０９０戸
・全半壊 ３６８，５８７戸

（平成24年8月15日現在）

住

宅

が

滅

失

 

 

 

東日本大震災からの復興の取組みを着実に進めるため、被災者の居住の安定確

保を図るとともに、災害に強い地域づくりを推進する。 

 

（１）被災者の居住の安定確保 

 

 

 

①  災害公営住宅の整備 

被災者の居住の安定確保を図るため、地方公共団体による災害公営住宅の

供給及び被災者向けの家賃の減額措置について、引き続き支援を行う。 

 

 

 

 

４．東日本大震災で住居を失われた方への居住の安定の確保 

－13－
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○東日本大震災の被災者向け災害復興住宅融資の拡充措置等の概要

（１）災害復興住宅融資の融資金利の引下げ
災害復興住宅融資（建設・購入）の基本融資額の融資金利について、

当初５年間は０％、６～１０年目は通常金利から△約０．５％引下げ
※補修の融資金利は、当初５年間１％まで引下げ

（２）災害復興住宅融資（建設・購入）の元金据置・返済期間の延長
最長３年から最長５年に延長

（３）災害復興住宅融資の申込期間の延長
り災日から２年以内との取扱いを５年以内（平成２７年度末までの

申込み分）に延長

（４）災害復興宅地融資の実施
住宅には被害がなく、宅地のみに被害が生じた場合の融資の実施
※災害復興宅地融資の金利は、災害復興住宅融資（建設・購入）の融資金利とする

通常金利

個人負担部分

５年 １０年０％

△約０．５％

災害復興住宅融資（建設・購入）
基本融資額の融資金利

引下げのイメージ

当初５年間 ：0％
６～１０年目：通常金利＊から

△約0.5％引下げ
１１年目以降：通常金利＊

＊通常金利は、財投金利＋0.2％

住宅金融支援機構関係

 

②  自力再建の支援 

東日本大震災により被害を受けた住宅等について、被災者による住宅の再

建等を強力に支援するため、住宅金融支援機構の災害復興住宅融資の金利引

下げ措置等を引き続き実施する。 

さらに、被災者支援のために建築確認・検査の手数料を減免する民間の指

定確認検査機関に対し、引き続き支援を行う。 

 

 

（２）災害に強い地域づくり 

被災地方公共団体が定める復興計画に基づき、住宅、商業施設等の一体的

な整備、避難路等の公共施設整備、不良住宅の除却や危険住宅の移転など、

被災地における市街地の整備を総合的に支援する。 

 

－14－





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（この冊子は、再生紙を使用しています。） 
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